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令
和
元
年
度
分

一
般
会
計
補
正
予
算

◆
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
12
号
）は
、
地
方
交
付

税
の
確
定
や
町
民
税
の
最
終

見
込
み
に
よ
り
3
千
2
8
9

万
5
千
円
を
追
加
し
、
総
額

が
69
億
9
1
5
5
万
3
千
円

と
な
っ
た
。

特
別
会
計
補
正
予
算

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
3
号
）は
、
保

険
給
付
費
等
の
減
額
に
伴
い
、

3
5
4
0
万
5
千
円
を
減
額

し
、
総
額
が
14
億
9
3
9
6

万
1
千
円
と
な
っ
た
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
5
号
）は
、
公
共

下
水
道
事
業
等
の
増
額
に
伴

い
、8
9
4
万
円
を
増
額
し
、

総
額
が
11
億
7
4
3
8
万
4

千
円
と
な
っ
た
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
3
号
）は
、
保
険

給
付
費
等
の
減
額
に
伴
い
、

7
2
7
8
万
2
千
円
を
減
額

し
、
総
額
が
14
億
65
万
8
千

円
と
な
っ
た
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
3
号
）は
、

保
険
料
の
確
定
等
に
よ
り
、

43
万
1
千
円
を
増
額
し
、
総

額
が
2
億
2
1
1
8
万
9
千

円
と
な
っ
た
。

条
例
改
正

◆
坂
城
町
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正

　

政
令
の
改
正
に
伴
い
、
損

害
補
償
額
の
算
定
の
基
礎
と

な
る
額
で
あ
る「
補
償
基
礎

額
」の
改
定
及
び
法
定
利
率

の
改
正
を
行
っ
た
。

◆
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

個
人
住
民
税
に
つ
い
て
、

全
て
の
ひ
と
り
親
家
庭
に
対

し
て
、
令
和
3
年
度
課
税
か

ら
婚
姻
歴
の
有
無
や
性
別
に

関
わ
ら
ず
、
扶
養
す
る
子
を

有
す
る
単
身
者
に
つ
い
て
同

一
の
所
得
控
除
を
適
用
す
る
。

　

個
人
住
民
税
の
非
課
税
対

象
に
、
前
年
の
合
計
所
得
金

額
が
1
3
5
万
円
以
下
で
扶

養
す
る
子
を
有
し
、
婚
姻
し

て
い
な
い
者
を
追
加
す
る
改

正
を
行
っ
た
。

　

た
ば
こ
税
に
つ
い
て
、
1

本
あ
た
り
の
重
量
が
1
g
未

満
の
軽
量
な
葉
巻
た
ば
こ
の

課
税
方
式
に
つ
い
て
、
令
和

2
年
10
月
1
日
か
ら
経
過
措

置
を
講
じ
た
う
え
で
、
段
階

的
に
引
き
上
げ
る
改
正
を

行
っ
た
。

　

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、

所
有
者
不
明
土
地
な
ど
に
係

る
固
定
資
産
税
の
課
税
に
つ

い
て
、
令
和
2
年
4
月
1
日

以
降
、
登
記
簿
上
の
所
有
者

が
死
亡
し
、
相
続
人
に
よ
る

登
記
が
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

現
に
所
有
し
て
い
る
者
に
対

し
、
固
定
資
産
税
の
賦
課
徴

収
に
必
要
な
事
項
を
申
告
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

す
る
。

　

さ
ら
に
令
和
3
年
分
の
課

税
か
ら
、
調
査
を
尽
く
し
て

も
な
お
、
所
有
者
が
明
ら
か

と
な
ら
な
い
場
合
、
事
前
に

使
用
者
に
通
知
し
た
う
え

で
、
使
用
者
を
所
有
者
と
み

な
し
て
、
固
定
資
産
税
課
税

台
帳
に
登
録
し
、
課
税
す
る

こ
と
が
で
き
る
改
正
を
行
っ

た
。

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　

主
な
改
正
内
容
は
、
国
民

健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減
措

置
の
対
象
世
帯
を
拡
大
す
る

改
正
を
行
っ
た
。

◆
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

所
得
に
応
じ
11
段
階
に
区

分
し
て
定
め
て
い
る
介
護
保

険
料
の
う
ち
、
所
得
の
低
い

者
に
対
す
る
介
護
保
険
料
の

軽
減
を
図
る
改
正
を
行
っ
た
。

感染症対策
　
第
2
回
定
例
会
は
6
月
1
日
か
ら
6
月
12
日
ま
で
の
会
期

で
開
か
れ
、一
般
質
問
に
は
10
名
が
登
壇
し
た
。令
和
元
年
度

及
び
2
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
等
の
専
決
処
分
事
項
を

承
認
し
、
教
育
長
の
人
事
案
件
並
び
に
条
例
の
一
部
改
正
な

ど
の
議
案
を
審
議
、す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

専
決
処
分
を
承
認

運動公園（上五明）

第2回定例会
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新型コロナウイルス
令
和
２
年
度
分

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
坂
城
町
商
工
業

振
興
条
例
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

利
子
補
給
の
対
象
と
な
る

資
金
の
拡
充
及
び
そ
の
利
子

補
給
率
を
定
め
た
。

◆
税
条
例
の
一
部
改
正

町
税
の
徴
収
猶
予

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
、
収
入

が
大
幅
に
減
少
し
た
場
合

に
お
い
て
、
令
和
2
年
2
月

1
日
か
ら
令
和
3
年
1
月
31

日
ま
で
に
納
期
が
到
来
す
る

全
て
の
町
税
に
つ
い
て
、
無

担
保
か
つ
延
滞
金
な
し
で
1

年
間
、
徴
収
猶
予
が
で
き
る

特
例
措
置
を
設
け
る
改
正
を

行
っ
た
。

◆
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
の
う
ち
、
給
与
の
支
払
い

を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
感
染
若
し
く
は
感

染
の
疑
い
が
あ
り
、
療
養
の

た
め
、
労
務
に
服
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
、
傷
病
手

当
金
を
支
給
す
る
た
め
、
一

部
改
正
を
行
っ
た
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
に
お
い
て
、
給
与

等
の
支
払
い
を
受
け
て
い

る
被
保
険
者
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染

又
は
感
染
の
疑
い
に
よ
り
、

労
務
に
就
く
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
に
、
傷
病
手

当
金
を
支
給
す
る
関
係
条
例

等
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、一
部
改
正
を
行
っ
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

問　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
立
ち
上
げ
補
助
金
の
内

容
は
。

答　

町
内
に
放
課
後
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
立
ち

上
げ
る
法
人
へ
の
補
助
で
あ

り
、
利
用
定
員
は
10
名
で
あ

る
。

問　

大
規
模
盛
土
造
成
地
調

査
委
託
の
内
容
は
。

答　
国
で
行
っ
た
第
1
次
調

査
に
よ
り
、大
規
模
盛
土
造
成

地
15
箇
所
が
選
定
さ
れ
た
。

今
後
、
何
ら
か
の
補
修
等
を

行
う
必
要
が
あ
る
の
か
調
査

し
確
認
を
行
う
。

問　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事

を
行
う
場
所
と
工
事
内
容
は
。

答　

南
条
小
学
校
東
側
の
Ａ

01
号
線
交
差
点
の
横
断
歩
道

付
近
に
カ
ラ
ー
舗
装
工
事
を

行
う
。

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

問　

税
償
還
金
・
還
付
加
算

金
は
何
社
分
を
見
込
ん
で
い

る
か
。今
後
の
見
通
し
は
。

答　

10
社
分
を
見
込
ん
で
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
厳
し
い
経

済
情
勢
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
も
厳
し
い
状
況
が
想
定
さ

れ
る
。

問　

財
政
調
整
基
金
の
残
高

は
。

答　
約
19
億
1
5
0
0
万
円

で
あ
る
。

問　

ポ
ン
プ
等
改
修
工
事
の

場
所
は
。
水
資
源
対
策
・
営

農
推
進
基
金
の
状
況
は
。

答　

御
所
沢
地
区
の
渇
水

対
策
用
ポ
ン
プ
の
改
修
で
あ

る
。
鉄
道
建
設
公
団
よ
り
約

2
億
円
の
補
償
を
受
け
事
業

を
行
い
、
現
在
の
基
金
残
高

は
約
3
2
3
0
万
円
で
あ
る
。

条
例
改
正

◆
特
別
職
の
職
員
の
給
与
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
全
部
改
正

　

現
下
の
厳
し
い
経
済
情
勢

を
鑑
み
、令
和
2
年
7
月
か
ら

理
事
者
の
給
料
の
一
部（
町
長

給
料
月
額
の
10
％
、副
町
長
・

教
育
長
給
料
月
額
の
5
％
を

そ
れ
ぞ
れ
6
ヵ
月
間
）を
減

額
す
る
も
の
。

◆
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
全

部
改
正

　

町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

の
一
部（
報
酬
月
額
の
3
％

を
そ
れ
ぞ
れ
6
カ
月
間
）を

減
額
す
る
も
の
。

◆
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

個
人
番
号
の「
通
知
カ
ー

ド
」が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
再
交
付
手
数
料
を
削

除
す
る
も
の
。

■
教
育
長
に　
清
水　
守　
氏　
再
任

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
教
育
長
の
再
任
に
つ
い
て
全
会
一
致

で
同
意
し
た
。任
期
は
令
和
5
年
6
月
30
日
ま
で
の
3
年
間
。

人　
事
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令和2年度一般会計補正予算（主なもの）
◆一般会計補正予算（第1号）（専決）補正額：4,165万円
　　・保証料補給金、利子補給金	 2,040 万円
　　・中小企業振興資金貸付預託金	 2,000 万円

◆一般会計補正予算（第2号）（専決）補正額：15億3,500万円
　・特別定額給付金給付事業	 15億310万円
　・子育て世帯臨時特別給付金給付事業	 1,920 万円
　・子育て応援給付金等	 700万円
　・子ども応援図書カード購入費	 430万円

◆一般会計補正予算（第3号）（専決）補正額：8,088万円
　・小規模事業者等持続化支援金	 5,000 万円
　・新サービス創出応援補助金	 600万円
　・消費回復応援事業業務委託料	 500万円
　・奨学金・就学援助費等	 408万円
　・県との協調事業で実施する休業に
　　係る企業等の特別支援事業負担金	 400万円
　・農業対策資金利子助成金	 200万円

◆一般会計補正予算（第4号）補正額：1億4,375万円
　・昭和橋、鼠橋等橋梁修繕事業工事費等	 7,400 万円
　・A01号線道路改良工事費等	 3,550 万円
　・大規模盛土造成地調査委託費	 577万円

◆一般会計補正予算（第5号）補正額：6,702万円
　・保証料補給金、利子補給金	 3,520 万円
　・税償還金・還付加算金	 2,600 万円

4月
3
・
9
・
16
日

13
日

16
日

20
日

23
日

27
日 　

　
　

議
会
報
編
集
委
員
会

議
会
全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

長
野
広
域
連
合
議
会
運
営
委
員
会

議
会
全
員
協
議
会

坂
城
駅
周
辺
活
性
化
特
別
委
員
会

長
野
広
域
連
合
議
会
臨
時
会

町
例
月
現
金
出
納
検
査

5月
1
日

11
日

15
日

20
日

22
日

25
日

26
日

28
日

議
会
全
員
協
議
会

上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
代
表
者
会
議

坂
城
駅
周
辺
活
性
化
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
全
員
協
議
会

上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
臨
時
会

議
会
運
営
委
員
会

町
例
月
現
金
出
納
検
査

坂
城
町
土
地
開
発
公
社
理
事
会

6月
1
〜
12
日

1
・
17
・
24
日

1
・
8
日

11
日

26
日 　

　

6
月
議
会
定
例
会

　
　
　

議
会
報
編
集
委
員
会

　
　

議
会
運
営
委
員
会

坂
城
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
評
議
員
会

町
例
月
現
金
出
納
検
査

議 会 日 誌（主なもの）

バラ公園 花がら摘み作業（薔薇人の会）
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第2回定例会（6月）の審議結果
（○は賛成、×は反対）

（議員氏名）

（議案名）

山
城　

峻
一

祢
津　

明
子

中
島　

新
一

大
日
向
進
也

栗
田　
　

隆

玉
川　

清
史

滝
沢　

幸
映

朝
倉　

国
勝

吉
川
ま
ゆ
み

塩
野
入　

猛

中
嶋　
　

登

大
森　

茂
彦

小
宮
山
定
彦

西
沢　

悦
子

条 例 専決処分の承認
（国民健康保険条例の一部改正） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議
長
職

（1）条例等
　①	手数料条例の一部改正
　②	特別職の職員の給与の特例に関する条例の全部

改正
　③	議会の議員の議員報酬の特例に関する条例の全

部改正

（2）人事
　①	教育委員会教育長の任命

（3）専決処分
　【令和元年度分】
　①	消防団員等公務災害補償条例の一部改正
　②	税条例等の一部改正
　③	国民健康保険税条例の一部改正
　④	介護保険条例の一部改正
　⑤	令和元年度補正予算
　　・一般会計（第12号）
　　・国民健康保険特別会計（第3号）
　　・下水道事業特別会計（第5号）

　　・介護保険特別会計（第3号）
　　・後期高齢者医療特別会計（第3号）
　⑥	和解及び損害賠償額の決定

　【令和2年度分】
　⑦	新型コロナウイルス感染症に係る坂城町商工業

振興条例の特例に関する条例の制定
　⑧	税条例の一部改正
　⑨	後期高齢者医療に関する条例の一部改正
　⑩	令和2年度補正予算
　　・一般会計（第1号）
　　・一般会計（第2号）
　　・一般会計（第3号）
　　・国民健康保険特別会計（第1号）

（4）令和2年度補正予算
　①	一般会計（第4号）
　②	一般会計（第5号）
　③	下水道事業特別会計（第1号）

2 全会一致で可決された議案

3 全会一致で否決された議案……なし

１ 賛否が分かれた議案

これからの坂城町を語ろう
～議会報告会（第13回）～

延 期 の お 知 ら せ

　7月8日（水）及び10日（金）に町内4会場において、開催を予定していま
したが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため延期しました。延期後の開
催日程については、議会だより・広報さかき・町ホームページなどでお知ら
せします。
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質 問 項 目ここが聞きたい！
一 般 質 問

（一般質問の文章は、質問者の責任で作成しています）

通信環境の整備を

ルーターを貸し出す

教
育
の
今
後

問　

学
校
休
業
に
よ
る
学
習

の
遅
れ
へ
の
対
策
は
。

教
育
長　

生
徒
一
人
ひ
と
り

の
学
習
定
着
状
況
を
見
な
が

ら
4
・
5
月
分
の
学
習
を
重

点
的
に
復
習
す
る
。ま
た
、夏

休
み
を
2
週
間
ほ
ど
短
縮
す

る
予
定
。

問　

今
、
学
校
現
場
は
大
変

困
難
な
状
況
で
あ
る
。
し
か

し
旧
来
の
教
育
の
あ
り
方
を

根
本
的
に
変
え
る
良
い
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
、
教
室
で
の
対

面
式
の
授
業
と
I
C
T
等
を

活
用
し
た
個
別
最
適
な
教
育

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

町
長　

学
校
で
は
一
人
1
台

の
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
整
備
を
目
指
し
て
い

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

が
整
っ
て
い
な
い
家
庭
に
お

い
て
は
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー

の
貸
し
出
し
な
ど
を
計
画
し

て
い
る
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別
収
集

問　

容
器
包
装
プ
ラ
の
可
燃

ゴ
ミ
全
体
に
対
す
る
割
合
は

2
％
に
過
ぎ
ず
、
リ
サ
イ
ク

ル
率
65
％
を
信
じ
る
と
し
て

も
全
体
の
1
・
2
％
に
過
ぎ

な
い
。
こ
れ
で
リ
サ
イ
ク
ル

し
て
い
る
と
い
え
る
の
か
。

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
か
か

る
経
費
が
不
分
明
で
あ
る
。

分
別
収
集
は
や
め
て
は
ど
う

か
。
町
か
ら
の
立
会
い
要
請

は
や
め
る
べ
き
で
は
。

住
民
環
境
課
長　

適
正
な
分

別
等
は
世
界
的
な
流
れ
で
引

き
続
き
協
力
を
お
願
い
す
る
。

燃やして発電しましょう

栗 田　 隆　　 議員 6 ページ

① これからの教育のあり方について
② プラスチック容器包装の分別収集

について
③ 高齢運転者のための安全運転補助

制度の現状について

大 森　 茂 彦　 議員 7 ページ

① 町の新型コロナウイルス感染症
の対策について

② 公共施設グランドデザインに
ついて

③ 中心市街地の整備について

滝 沢　 幸 映　 議員 7 ページ

① 新型コロナウイルス禍を乗り越
えるために

② マイナンバーカードについて

中 嶋　 登　　 議員 8 ページ

① 新型コロナウイルスについて
② SDGsについて

朝 倉　 国 勝　 議員 8 ページ

① 台風19号の復旧状況について
② 新型コロナ禍に対する財政運営と

各種事業計画について

玉 川　 清 史　 議員 9 ページ

① 災害時避難について
② 障害福祉計画等について
③ 婚活支援について

山 城　 峻 一　 議員 9 ページ

① 国道 18号バイパスの建設促進に
ついて

② 町出身の学生に支援を

小 宮 山　 定 彦 議員 10 ページ

① 水害・土砂災害時の避難について
② 「坂城町公共施設グランドデザイ

ン」について

吉 川　 ま ゆ み 議員 10 ページ

① 新型コロナ対策について
② 地方創生臨時交付金について

中 島　 新 一　 議員 11 ページ

① 新型コロナウイルスの対応に
　 ついて

栗田　隆  議員
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問　
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

る
た
め
に
、
予
防
策
と
町
民

へ
の
周
知
は
。ま
た
、町
行
事

の
中
止
・
延
期
の
考
え
方
は
。

福
祉
健
康
課
長　

県
は
「
社

会
経
済
活
動
再
開
に
向
け
た

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」に
よ
り「
新

し
い
生
活
様
式
」の
定
着
を

前
提
に
、
段
階
的
に
活
動
レ

ベ
ル
を
引
き
上
げ
て
い
く
。

町
で
も
こ
れ
に
準
じ
た
対
応

を
対
策
本
部
で
決
定
し
た
。

　

今
後
も
国
・
県
の
動
向
を

踏
ま
え
、
随
時
最
新
の
情
報

を
お
知
ら
せ
す
る
。

　

町
行
事
の
中
止
・
延
期
の

判
断
基
準
は
、
3
つ
の
密
が

回
避
で
き
る
か
を
主
眼
に
、

最
大
限
の
工
夫
を
し
た
上
で

開
催
の
可
否
を
判
断
す
る
。

問　
町
内
企
業
の
休
業
や
雇

用
へ
の
支
援
策
は
。

町
長　

町
内
20
社
の
調
査
で

は
12
社
が
通
常
稼
働
、
6
社

が
週
休
3
日
、
2
社
が
受
注

状
況
で
調
整
し
て
い
る
。
雇

用
調
整
助
成
金
は
、
15
社
が

申
請
済
み
か
予
定
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
経
済
状
況
や
事

業
所
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、

事
業
継
続
と
経
営
安
定
化
が

図
れ
る
よ
う
支
援
す
る
。

問　
教
育
現
場
で
の
熱
中
症

対
策
は
。

教
育
文
化
課
長　

文
科
省
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
、
健

康
被
害
発
生
の
可
能
性
が
高

い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
マ

ス
ク
を
外
し
、
十
分
な
換
気

と
人
と
人
と
の
距
離
を
確
保

す
る
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。

第2第3波への予防策は

新しい生活様式の定着

コ
ロ
ナ
禍

政府から届いた布マスク

V 字回復に期待

問　
町
は
売
り
上
げ
が
前
年

同
月
比
で
30
％
以
上
50
％
未

満
減
少
し
た
事
業
所
を
支
援

す
る
持
続
化
応
援
支
援
金
を

創
設
。
ど
の
店
も
国
や
町
の

自
粛
要
請
に
こ
た
え
て
協
力

し
て
い
る
。
な
ぜ
30
％
以
上

50
％
未
満
な
の
か
。
10
％
、

20
％
と
影
響
を
受
け
て
い
る

す
べ
て
の
事
業
所
に
支
援

を
。

商
工
農
林
課
長　

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
で
大
き
な
影
響

を
受
け
て
い
る
小
規
模
事
業

者
に
対
し
、
事
業
の
継
続
を

下
支
え
し
、
経
営
の
安
定
化

を
応
援
す
る
た
め
一
律
20
万

円
を
支
給
す
る
。
30
％
未
満

の
傾
斜
配
分
も
検
討
し
た

が
、
費
用
対
効
果
や
財
源
確

保
の
点
か
ら
難
し
い
。

国
保
の
傷
病
手
当
金
は

問　
国
民
健
康
保
険
条
例
一

部
改
正
の
質
疑
で
、
私
の
質

問
に
傷
病
手
当
金
の
対
象
者

は
、
青
色
申
告
の
家
族
従
業

員
で
、
白
色
申
告
者
の
家
族

従
事
者
は
対
象
外
と
答
弁
。

質
疑
は
、
条
例
の
条
文
と
そ

れ
を
運
用
す
る
内
容
は
一
体

の
も
の
だ
。議
員
は
、答
弁
者

の
内
容
を
信
頼
し
て
賛
否
を

決
め
る
。
議
員
の
名
誉
に
も

か
か
わ
る
点
で
も
答
弁
に
は

重
い
責
任
が
あ
る
。

福
祉
健
康
課
長　

条
例
改
正

時
点
で
、
国
の
資
料
で
は
対

象
外
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
改

訂
さ
れ
、
白
色
事
業
専
従
者

も
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
確

認
不
足
で
お
詫
び
す
る
。

小規模事業者支援

傾
斜
配
分
に
す
べ
き

費
用
対
効
果
と
財
源
の
問
題

大森　茂彦  議員

滝沢　幸映  議員
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問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
、
第
2
・
3
波
も
心
配
さ

れ
る
が
、
必
ず
や
近
い
将
来

収
束
す
る
時
が
来
る
。

　

そ
の
時
に
は
町
を
あ
げ
て

大
き
な
イ
ベ
ン
ト「
コ
ロ
ナ

撃
退
ま
つ
り
」な
ど
を
行
い
、

頑
張
っ
て
い
た
だ
い
た
町
民

全
員
に
1
万
円
の
商
品
券
を

配
付
し
て
、
町
の
に
ぎ
わ
い

を
取
り
戻
し
た
い
と
思
う
が

町
の
考
え
は
。

商
工
農
林
課
長　

東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
な
ど
の
大
き
な
大
会
が
延

期
と
な
り
、
町
内
の「
ば
ら

祭
り
」や「
坂
城
ど
ん
ど
ん
」

な
ど
も
中
止
と
し
た
。
提
案

の「
1
万
円
の
商
品
券
の
配

付
」に
つ
い
て
は
、家
計
へ
の

支
援
と
と
も
に
町
内
の
事
業

所
に
対
す
る
経
済
効
果
も
あ

り
、慎
重
に
検
討
し
た
い
。

S
D
G
s
の
学
習
を

問　

２
０
１
５
年
9
月
国
連

サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た

S
D
G
s（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）を
小
中
学
生
に
勉

強
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

町
長　
「
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
」と
い
う
共
通
認
識
の

も
と
17
の
ゴ
ー
ル
と
1
6
9

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
設
定
さ
れ

て
い
る
。

　

新
し
い
時
代
を
切
り
開
い

て
い
く
子
ど
も
達
に
、
持
続

可
能
な
社
会
の
つ
く
り
手
に

な
っ
て
も
ら
う
よ
う
学
習
や

活
動
を
推
進
し
て
い
く
。

収束後1万円の商品券を

慎重に検討

コ
ロ
ナ
対
策

SDGs ピンバッジ

問　
台
風
19
号
に
続
く
新
コ

ロ
ナ
禍
で
経
済
の
減
速
は
極

め
て
大
き
く
、
厳
し
さ
を
増

す
中
で
今
後
の
財
政
運
営
の

考
え
は
。

総
務
課
長　

製
造
業
を
中
心

と
す
る
当
町
は
、
町
税
の
中

で
も
法
人
町
民
税
が
占
め
る

割
合
が
高
く
、
経
済
情
勢
や

景
気
動
向
の
影
響
を
受
け
や

す
い
。新
コ
ロ
ナ
禍
で
の
影
響

は
極
め
て
大
き
い
と
考
え
、

今
後
の
財
政
運
営
が
大
変
憂

慮
さ
れ
る
。

　
「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
」

の
影
響
に
よ
り
、
平
成
19
年

度
法
人
町
民
税
決
算
額
が
約

7
億
6
千
万
円
で
あ
っ
た
も

の
が
20
年
度
は
40
％
マ
イ
ナ

ス
の
4
億
6
千
万
円
と
大
幅

に
ダ
ウ
ン
し
た
。
21
年
度
は

さ
ら
に
、
マ
イ
ナ
ス
63
％
で

1
億
7
千
万
円
ま
で
減
少
し

た
。
現
状
で
は
見
通
し
を
立

て
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
こ

れ
ら
の
経
験
を
基
に
相
当
厳

し
い
も
の
に
な
る
と
想
定

し
、
持
続
可
能
な
町
の
財
政

運
営
に
努
め
る
。

重
点
計
画
の
変
更
は

問　
新
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
町

の
重
点
計
画
の
執
行
に
大
幅

な
変
更
は
あ
る
か
。

企
画
政
策
課
長　

新
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
財
政
へ
の
影
響
は

大
変
な
厳
し
さ
が
あ
る
と
考

え
る
。計
画
策
定
は
、終
息
の

見
通
し
が
立
た
な
い
中
で
長

期
的
な
計
画
に
不
透
明
な
状

況
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
大

変
困
難
で
あ
る
。
諸
般
の
情

勢
を
十
分
勘
案
し
計
画
立
案

を
行
う
。

財政運営
新
コ
ロ
ナ
禍
で
の
見
通
し
は

健
全
な
運
営
に
努
め
る復旧完了（上五明）

中嶋　登  議員

朝倉　国勝  議員
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問　

人
に
よ
っ
て
は
、
今
あ

る
避
難
所
で
は
利
用
し
づ
ら

い
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
昨

年
の
19
号
台
風
で
は
、
頻
尿

の
た
め
ト
イ
レ
が
心
配
で
、

避
難
所
避
難
を
し
な
か
っ
た

人
も
多
く
い
た
と
聞
い
た
。

　

対
策
と
し
て
避
難
所
を
増

や
す
な
ど
の
町
の
考
え
と
、

避
難
先
の
選
択
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

住
民
環
境
課
長　

自
宅
で
安

全
が
確
保
で
き
れ
ば
自
宅
の

よ
り
安
全
な
場
所
に
留
ま

る
。
安
全
な
親
戚
・
知
人
宅

に
避
難
で
き
れ
ば
そ
こ
に

避
難
す
る
な
ど「
自
ら
の
命

は
自
ら
が
守
る
」意
識
を
持

ち
、
各
自
が
平
時
か
ら
避
難

先
の
確
認
を
し
て
、
状
況
に

応
じ
た
最
善
の
選
択
を
す
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　
「
3
密
」を
防
ぐ
た
め
、
現

在
は
指
定
さ
れ
て
い
な
い
公

的
施
設
の
う
ち「
テ
ク
ノ
セ

ン
タ
ー
」「
び
ん
ぐ
し
湯
さ

ん
館
」「
す
ぱ
ー
く
さ
か
き
」

な
ど
の
施
設
も
候
補
と
し
て

検
討
を
し
て
い
る
。

　

小
・
中
学
校
で
は
、
避
難

者
の
状
況
に
よ
り
各
教
室
も

避
難
場
所
と
し
、
文
化
セ
ン

タ
ー
を
加
え
た
5
カ
所
の
中

核
避
難
所
で
は
、
駐
車
場
や

グ
ラ
ン
ド
な
ど
を
約
千
台
分

の
車
中
避
難
所
と
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
。

災害時避難所

避
難
所
を
増
や
せ
な
い
か

公
的
施
設
を
再
検
討避難先の確認を

問　
昨
年
度
の
町
と
し
て
の

取
り
組
み
は
。

建
設
課
長　

昨
年
7
月
22
日

に
当
町
と
千
曲
市
、長
野
市
、

上
田
市
で
構
成
す
る「
新
国

道
上
田
篠
ノ
井
間
建
設
促
進

期
成
同
盟
会
」で
、長
野
国
道

事
務
所
と
県
土
木
部
に
バ
イ

パ
ス
早
期
完
成
の
た
め
の
予

算
確
保
な
ど
の
要
望
を
行
っ

た
。ま
た
、本
年
1
月
28
日
に

中
央
要
望
活
動
を
実
施
し
、

国
道
18
号
バ
イ
パ
ス
坂
城
町

区
間
早
期
完
成
な
ど
に
つ
い

て
要
望
を
行
っ
た
。

問　
工
事
及
び
用
地
買
収
の

状
況
は
。

建
設
課
長　

平
成
26
年
度
か

ら
用
地
測
量
の
説
明
会
を
行

い
、
平
成
27
年
度
か
ら
本
格

的
に
用
地
買
収
が
行
わ
れ
、

昨
年
度
末
現
在
、
用
地
買
収

の
進
捗
状
況
は
約
78
％
で
あ

る
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
網
掛
に

お
い
て
工
事
用
道
路
の
新
設

工
事
が
施
工
さ
れ
た
。

　

な
お
、
事
業
全
体
の
進
捗

率
は
23
％
で
あ
る
。

問　
今
年
度
の
整
備
計
画
と

取
り
組
み
は
。

建
設
課
長　

国
の
坂
城
町
区

間
の
予
算
は
6
億
7
千
万

円
。
主
な
内
訳
は
工
事
費
1

億
5
千
万
円
、
測
量
設
計
費

1
億
7
0
0
万
円
、用
地
費
・

補
償
費
4
億
1
1
0
0
万
円

で
あ
る
。

　

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

長
野
国
道
事
務
所
と
県
土
木

部
へ
の
要
望
活
動
を
8
月
18

日
に
実
施
す
る
方
向
で
調
整

し
て
い
る
。

今年度の町の取り組みは

要望活動の日程を調整中

バ
イ
パ
ス

玉川　清史  議員

山城　峻一  議員
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問　

浸
水
想
定
区
域
等
、
災

害（
水
害
）リ
ス
ク
の
高
い
地

区
に
住
ん
で
い
る
避
難
行
動

要
支
援
者（
要
援
護
者
）は
、

ど
の
く
ら
い
い
る
か
。

福
祉
健
康
課
長　

坂
端
区
、

苅
屋
原
区
の
坂
城
2
地
区
で

25
人
。
上
五
明
区
、
月
見
区
、

小
網
区
の
村
上
3
地
区
で
63

人
い
る
。

問　

台
風
19
号
の
際
、
避
難

所
へ
立
ち
退
き
避
難
し
た
人

は
少
数
だ
っ
た
と
聞
い
た
が

実
際
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

福
祉
健
康
課
長　

20
名
が
避

難
所
へ
避
難
し
た
。

問　

昨
年
の
台
風
で
は
、
警

戒
レ
ベ
ル
3
の
段
階
で
発
令

さ
れ
る「
避
難
準
備
・
高
齢

者
等
避
難
開
始
」の
避
難
情

報
が
発
令
さ
れ
な
か
っ
た
。

要
支
援
者
の
避
難
に
つ
い
て

今
後
の
取
り
組
み
は
。

福
祉
健
康
課
長　

ま
ず
は
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
の
照
合
を

急
い
で
や
る
。

問　
避
難
所
の
感
染
症
対
策

は
。
公
民
館
等
の
応
急
避
難

所
の
開
設
の
必
要
性
は
。

住
民
環
境
課
長　

学
校
の
教

室
を
使
っ
た
り
グ
ラ
ン
ド
を

車
中
避
難
所
と
し
て
利
用
し

「
3
密
」を
防
ぎ
た
い
。
公
民

館
も
分
散
で
の
避
難
と
な
り

有
効
で
あ
る
。

問　
内
閣
府
か
ら
新
し
く
出

た「
避
難
の
ポ
イ
ン
ト
」「
避

難
行
動
判
定
フ
ロ
ー
」を
ま

ず
は
広
報
で
紹
介
で
き
な
い

か
。

住
民
環
境
課
長　

特
集
も
含

め
考
え
て
い
る
。

避難情報ポイント周知を

広報の特集も含め考える

水
害
の
避
難

適
切
な
避
難
行
動
の
た
め
に

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
感
染
防
止
対
策
と
し

て
、
一
斉
臨
時
休
業
が
長
期

化
し
た
。
こ
の
間
の
家
庭
学

習
支
援
の
状
況
は
。

教
育
文
化
課
長　

プ
リ
ン
ト

中
心
の
課
題
の
ほ
か
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
活
用
し

た
文
部
科
学
省
の「
子
ど
も

の
学
び
応
援
サ
イ
ト
」や
県

教
育
委
員
会
の「
家
庭
学
習

サ
ポ
ー
ト
動
画
」な
ど
の
コ

ン
テ
ン
ツ
の
紹
介
。

　

ま
た
、
無
料
版
の
個
別
学

習
支
援
シ
ス
テ
ム
の
提
供
及

び
そ
の
周
知
を
行
っ
た
。

問　
各
小
中
学
校
体
育
館
を

使
用
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

を
実
施
し
た
が
そ
の
経
過
と

利
用
状
況
は
。

教
育
文
化
課
長　

家
庭
に
お

い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
を
活
用
し
た
学
習
が
難
し

い
状
況
の
児
童
生
徒
に
対
し

て
同
等
の
学
習
支
援
を
行

え
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、

各
体
育
館
に
10
台
の
パ
ソ
コ

ン
を
整
備
し
、
5
月
11
日
か

ら
実
施
し
た
。そ
の
結
果
、坂

城
小
学
校
で
は
1
日
平
均
60

名
、南
条
小
学
校
は
20
名
、村

上
小
学
校
で
は
2
名
の
児
童

が
利
用
し
た
。

問　

感
染
拡
大
の
第
2
波
、

第
3
波
が
起
き
た
際
の
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
の
進
め
方
は
。

教
育
文
化
課
長　

文
部
科
学

省
の
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構

想
の
整
備
完
了
ま
で
の
当
面

の
間
は
、
各
家
庭
で
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
機
器
の
使
用
の

ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
30
台
を
体

育
館
へ
増
設
し
学
習
支
援
を

強
化
す
る
。

学習支援
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
対
応
は

体
育
館
に
ネ
ッ
ト
環
境
を
整
備

3 年生を対象にしたオンライン授業風景
（坂城中学校）

小宮山　定彦  議員

吉川　まゆみ  議員
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問　
感
染
拡
大
防
止
対
策
の

影
響
を
受
け
、
賃
金
等
の
減

少
に
よ
り
町
税
の
納
付
が
困

難
な
人
へ
の
特
例
制
度
の
内

容
は
。

収
納
対
策
推
進
幹　

町
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
一
時
的
に

困
難
な
状
況
に
あ
る
納
税
者

に
対
し
、
申
出
に
よ
り
無
担

保
で
か
つ
延
滞
金
を
徴
収
す

る
こ
と
な
く
、
納
期
限
か
ら

最
大
1
年
間
税
金
を
納
付
す

る
期
限
を
延
長
す
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
あ
る
。
国

税
・
県
税
に
お
い
て
も
同
様

の
対
応
が
で
き
る
。

　

対
象
者
は
、
令
和
2
年
2

月
以
降
の
任
意
の
期
間
、
1

か
月
以
上
に
お
い
て
、
収
入

が
前
年
同
期
に
比
べ
て
20
％

以
上
減
少
し
一
時
的
に
納
付

が
困
難
な
人
。

　

ま
た
、
徴
収
猶
予
の
特
例

制
度
は
、
1
年
間
の
範
囲
で

申
請
で
き
る
。
納
税
者
か
ら

分
納
な
ど
の
相
談
が
あ
れ

ば
、
状
況
に
応
じ
て
期
間
内

の
分
割
納
付
な
ど
、
そ
の
都

度
、柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

事
業
所
の
支
援
に
つ
い
て

問　
今
後
の
対
応
は
。

町
長　

現
在
の
制
度
を
利
用

す
る
中
で
、
新
た
な
支
援
策

が
必
要
と
な
る
場
合
、
支
援

策
の
検
証
を
し
、
国
や
県
の

新
た
な
支
援
策
を
踏
ま
え
関

係
機
関
と
も
協
議
し
、
検
討

し
て
い
く
。

納付への特例制度は

柔軟に対応

町
税

感染症支援策を活用しよう

中島　新一  議員

政務活動費収支報告
　政務活動費は、町政に関する調査研究等に資するために必要な経費の一部として、地方自治法の規
定に基づき条例の定めるところにより交付されるものです。（月額5千円、年額6万円）
　政務活動費の交付を受けた議員は収支報告書を作成し領収書を添付のうえ、年度終了後、議長に提
出しなければなりません。その際、残金が生じた場合は町に返還します。
　平成31年4月から令和2年3月までの政務活動費の収支報告は、以下のとおりです。

　１ 予算額　　840,000 円

　２ 支　出

　　　　　　　	予算額を上回った分は、議員の個人負担です。

　３ 残　余（返還額）　　7,055 円

項　目 支 出 額 （円） 備　考
調 査 研 究 費 38,110 視察研修等
研 修 費 486,110 研修会参加等
広 報・ 広 聴 費 9,400 議員活動の広報
要 請・ 陳 情 等
活 動 費 18,740 要請・陳情活動等

資 料 購 入 費 507,478 参考図書等
合 計 1,059,838

議会だより　さかき　No.158 議会だより　さかき　No.15811



5  今回の議会報157号で関心をもってご覧になった記事を教えてください。
 （回答数：件）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

表紙
令和 2年度予算

委員長報告・臨時会議案審議
第 1回定例会議案審議
議会報告、議会日誌

一般質問
委員会報告

坂城中 3年生模擬議会
議員研修報告
あすなろたち

余光

43

41

37

20

16

82

21

45

17

34

28

「議会だより さかき」に対するご意見
　ご意見・ご感想の欄には、68名の方に記入していただきました。紙面の
都合により、主なご意見を掲載させていただきます。

　「議会だより  さかき」に対する様々なご意見をいただきありがとうございました。今後の編集の参考
にさせていただきます。また、お寄せいただいたすべてのご意見は、議員全員が確認するとともに、町の
施策に関するご意見も多数いただきましたので、担当部署に伝えさせていただきます。

「議会だより さかき」
全般について

紙面に関して

記事の内容
について

●仕事柄、議会の傍聴はできませんが、町の動きがよくわかる
●議会だよりを見ることにより、町の様子がよくわかる
●内容を要約して報告されている
●お金をかける必要はない
●記事が多く、紙１枚ものでいいのでは

●表紙は迫力があり良い。見出しはわかりやすいものに工夫して
●本文が縦書きなので硬い感じがする
●活字がたくさん並んでいるよりも、写真をもう少し多めに
●表紙の写真、風景などのちょっとした写真を楽しみにしています
●写真はすぐに情報として入ってくる。キャプションとともに楽しみ

●追跡レポート「あれはどうなった」をもっと掲載してほしい
●議員だけでなく、一般の方の議会に対する意見を掲載したらどうか
●議員の活動をもっとアピールしたらどうか
●議員の日常活動や趣味等、親しみの増すコーナーが欲しい
●賛否が分かれた議案について、なぜ、反対したのかその趣旨の説明を
●これからも議会としての情報発信に力を入れてほしい

議会だより　さかき　No.158 12



「坂城町議会だより」アンケート結果
　議会報編集委員会では、皆様に親しんでいただける「議会だより」にするため、前号（第157
号）において「アンケート」を実施し、111名（男性75名、女性35名、未記入1名）の方から
ご回答をいただきました。ご協力ありがとうございました。結果を報告させていただきます。

この調査結果については、各質問に対する回答を単純集計しています。集計結果の見方

1  アンケートに協力していただいた方
　　 （1） 性 別　　　　　　　　　　　　　　　 （2） 年 齢

2  あなたは「議会だよりさかき」を
　 　読みますか。

3  「議会だよりさかき」の内容、掲載している
　 　項目で、議会の様子がわかりますか。

4  誌面についてお聞きします。
　　 （1） 誌面の構成はいかがですか。

（2） 現在、表紙はカラー、本文はモノクロです
　　が、いかがですか。

男性 68%

女性 31%

未記入 1%

読む 67%

ときどき読む
32%

未記入 1% 読まない 0%

読みやすい
67%

読みにくい
6%

どちらでもない
23%

未記入 4%

未記入 1% 10歳代 1%
20歳代 2%

30歳代 2%

40歳代
10%

50歳代
17%

70歳代
30%

80歳代以上
8%

60歳代 29%

わからない 0%

あまり
わからない

12%

未記入 3%

よくわかる
21%

まあまあわかる
64%

表紙はカラー、
本文は2色
印刷が良い
　　　14%

未記入 4%

今のままで
良い  77%

全ページ、
カラーのほう
が良い  5%

● 文字の大きさの質問では「普通」と回答された方が86％、写真の数についての質問では「普通」と
　 回答された方が81％と多数を占めました。
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あすなろたち
心・技・体を鍛える

あなたはお子さんを「最後まであきらめずに走る子供」に
育てましたか？ ～スポーツ少年団 サッカー部～
　1975年に前身である少年サッカーが当町で
産声を上げ1980年より正式に少年団活動を始
めて40年が経とうとしております。その間、多
くの選手を輩出し中学、高校で全国大会、県大
会上位校チームに幾多の選手が名を連ねてき
ました。その歴史の中、サッカー選手の入り口
を担当している私たちは「クリエイティブで逞
しい選手」の育成を念頭に週3回のトレーニン
グを行っております。そして、8 ヶ月間通して
行われるリーグ戦では、対戦するチームの事を
決して「敵」とは呼ばず「相手」と呼んでリスペ
クトし、サッカー文化の形成と少年選手の育成
を目標に各チーム、切磋琢磨しております。
　全てのサッカー選手、指導者は「on the pi-
tch ピッチ（グランド）内」≦「off  the pitch 
ピッチ（グランド）外」での行動が重要視されて

いる事を認識しており少年選手達も例外では
ありません。
　また、スタッフは「学ぶ事をやめたら教える
事をやめなければいけない」という言葉を胸に
少年選手達と日々向き合っております。
　さて、表題の問いに答えた親御さんに私たち
は「もし、そうでなければ余り期待しない方が
いいでしょう」と返答し「もし、そうなら私が責
任を持って育てます！」と回答するでしょう。
　チームプレー競技で、上手くいかないことが
連続するサッカーを経験する事は、必ずや子供
たちの未来に役に立つ事と信じております。

（坂城サッカースポーツ少年団
 低学年監督　前島　丈司）

発
行
責
任
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議　
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悦
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議
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委
員
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小
宮
山
定
彦

　
　
　
　
　

副
委
員
長 

山
城　

峻
一

　
　
　
　
　

委　
　

員 

玉
川　

清
史

 

栗
田　
　

隆

 

大
日
向
進
也

◆
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
は
、
筆
者
か

ら
入
稿
し
た
文
章
を
校
正
す
る
の
が

大
き
な
仕
事
。
本
当
に
こ
こ
ま
で
こ
だ

わ
る
の
？	

と
思
う
よ
う
な
細
か
い
部

分
ま
で
、
5
名
の
委
員
と
議
会
議
長
、

議
会
事
務
局
2
名
の
計
8
名
で
一
言

一
句
ま
で
確
認
を
す
る
。

◆
編
集
委
員
会
の
開
催
は
、
日
程
を
決

め
る
第
1
回
と
発
行
直
前
の
最
終
確

認
を
す
る
第
7
回
を
除
く
第
2
〜
6

回
の
5
回
の
委
員
会
を
定
例
会
閉
会

翌
週
か
ら
毎
週
1
回
5
、
6
時
間
か
け

て
行
っ
て
い
る
。

◆
毎
回
、
前
回
校
正
し
た
原
稿
の
読

み
合
せ
を
し
、
更
に
校
正
を
重
ね
て
い

く
。
文
章
が
で
き
る
と
次
は
レ
イ
ア
ウ

ト
。
印
刷
技
術
の
素
人
で
あ
る
委
員
の

理
想
を
形
に
す
る
た
め
に
、
議
会
事
務

局
と
印
刷
会
社
が
ガ
ン
バ
っ
て
い
る
。

◆
私
た
ち
に
は
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん

に
読
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
励
み
と

な
り
、次
号
作
成
へ
の
原
動
力
と
な
る
。
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史
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責
任
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沢
悦
子
　
編
集
／
議
会
報
編
集
委
員
会

◎
印
刷
／
滝
沢
印
刷
合
同
会
社
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